






































































































































































































































































































































































































とって記す必要のない情報だったことにな こから判断すると、実資にとって女房たちとの宴はいわゆる二次会であり、くだけたものであ 、公的との認識 薄 った、少 くと その
詳細を記して後人の参考と
すべき性格のも ではなかったと思しい。 かしそ 同じ宴を、紫式部 たか 儀式 ように記している。紫式部にとっては、これこそが〈仕事〉であった らである。
言いたいのは、紫式部が業務中の女房の目でこの宴を記しているということである。以下、彼女は女房たち

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































条天皇に入内した女御彰子が、既に立后してい 定子 並んで中宮となる⽛二后冊立⽜が行われ、斉信はその事務方長官補佐となったのである。なお 同じ日に長官の中宮大夫になったのは彰子の母源倫子の異母兄で大納言の源時中、時に五十九歳であった 斉信は当初はその補佐をする立場であったが、時中は翌年亡くなりそれを受けて長保四年斉信が権官から大夫へと昇進した。
かつて定子が中宮となった時、その中宮大夫となったのは、叔父の道長であった。また円融院皇后遵子の皇
后宮大夫は、同腹 弟である藤原公任が務めてい 彰子の中宮大夫も当初は伯父 ある時中が就
任した。こ
のように中宮・皇后宮大夫には縁者が就くことが多か 思われる中、斉信が時中の後を引きう て宮大夫となった背景には、道長からの強い あったと推測される。この時から、斉信は彰子と いわ
ば
運
































































当⽜は家司中の長官を意味する。長く彰子のために尽してきた の選任は、論功行賞の意味もあろうが、実際適材適所である。今後敦成親王には、一の宮敦康親王との皇位継承争いという新たな課題が控えているからである。一条天皇は敦康を 継にとの思い 強く、 成が容易に勝てるという目算 必ずしもなかった
(
11)。道長
はこうした状況を読みつつ 斉信 信頼して別当を託したので 。拝舞する彼 姿を紫式部が殊更に書き留めているのは、それが分か 上のことであ
このように紫式部は、
常日頃から中宮付き女房として中宮大夫斉信を至近距離から見ており、彼の置かれた
立場や心理が手に取るように理解 き いた。斉 は、道長と彰子に追従し、また今後は敦成親王に尽くすことによって貴族社会を生き延びようと心に決めている官吏なのであった。
したがって、当該の場面において 顕光によって宴に水が差されそうな気配を察するやすかさず対応し、場











































































































































































































































































































































































































































る実資は、やはり最 実資らしい行為を見せ ところを取り上げられていると見てよい。そしてこうした彼が存在する こそ道長政権の秩序が安ら に保たれるということも、前の顕光および斉信についての描写と同様である。
紫式部は後年⽝小右記⽞に⽛越後守為時女⽜と書き留められ、実資が彰子に雑事を啓上する折の受付役を務



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実成を彰子への鞍替えに踏み切らせたのだろう。しかしそれでも、一家が夢を賭けた義子にとって立場上敵にあたる彰子に付くことは、実成にとって苦しい選択だったに違いない。ちなみに当時彰子はまだ懐妊しておらず、入内してから長年⽛素腹⽜の状態の続いている中宮であった。そこに与することには、危うさも感じられただろう。しかし実成はそ 人事を飲んだ。すると一年後には彰子が懐妊を見 同じ ろ実成は正四位下ながら参議となった。九月には彰子は皇子 生み、十月には天皇が土御門邸 行幸して 実成
はその奉仕により加


































































































































































































































































































































































































































りになった瞬間をとらえて記している。彰子の男子出産を喜ぶ部屋で隅にいるという隆家の位置は、そのまま貴族社会における彼の立ち位置、つまり道長傘下 末端という場を示す。また女房を⽛引こしろ⽜ふという行動は、いか も彼の内面 い 立ちが現れ出
たかのごとくである。とはいえ、おそらく今の彼にできるのは、






ための、日ごろより 更に飾らぬ素顔である。公卿たちと う高位の人物のこうした素顔を見ることができるのは、紫式部が酒宴に伺候する女房だから り、彼女はその利点を大いに活かして、女房にしか書けないルポルタージュを書いたと言えよう。本稿冒頭で見たよう 、この内容 公卿たち自身の記す当日 日記 全く書かれていなかった。しかし右で一つ一つの記述を詳細に検討し ように、これは 度に政治的な内容で
あっ









































る。その情報とは、血統、家系 道長家との過去から現在に至るま の親疎 家の浮沈、本人の能力や官職昇進
状
況
な
ど
と
い
っ
た、政
治
的
情
報
で
あ
る。そ
の
意
味
で
も、
⽝紫
式
部
日
記⽞は
高
度
に
政
治
的
な
作
品
で
あ
る
と
い
う
(68) 175
ことができよう。
引用した本文は、次によった。
⽝紫式部日記⽞…角川ソフィア文庫⽝紫式部日記
現代語訳付き⽞
⽝御堂関白記⽞
⽝小右記⽞…大日本古記録
⽝日本紀略⽞
⽝扶桑略記⽞…新訂増補国史大系
⽝大鏡⽞…新編日本古典文学全集⽝公任集⽞…私家集全釈叢書⽝大弐高遠 新編日本国歌大観注(
1)
姉妹であり円融天皇の母であった藤原安子に関白就任は兄弟の順によるという
一筆を書かせ、長兄の伊尹が死亡し
た時それを天皇に見せて、弟を超えて関白の座に就いたという風聞、また自身が
病床で危篤状態にある時に弟兼家が
見舞いもせず門前を素通りしたことに激怒し、病をおして内裏に行き最後の除目
を催して兼家を閑職 追いやったと
いう逸話。いずれの件も、兼通・兼家の席次の異常な動きから考えて、詳細はさ
ておき骨子は史実と推測される。
(
2)
こ
の
他⽝小
右
記⽞に
は、長
和
五
年
正
月
二
十
七
日
に
は
道
長
の
言
と
し
て⽛至
愚
之
又
至
愚
也⽜
、寛
仁
元
年
十
一
月
十
八
日
に
は
⽛万人嘲哢⽜との顕光批判が見える。
(
3)⽛右の大臣、
⽝和琴いとおもしろし⽞など聞きはやし給ふ。ざれ給ふめりし果てに、いみじき
過ちの、いとほしきこ
そ。見る人の身さへひえ侍りしか。
⽜
(
4)⽝日本紀略⽞長徳二年十一月十四日に⽛右大臣顕光女元子初参内。
《承香殿。
》⽜
(
5)⽝日本紀略⽞長徳二年十二月十六日⽛中宮誕生皇女《出家之後云々。懐孕十二ヶ
月云々。
》⽜
宴に集う人々
(69)174
(
6)⽝栄華物語⽞巻五
(
7)⽝栄華物語⽞巻五⽛父大臣は、
⽝七日病む⽞といふらむやうにあさましういみじきに、Ḭ膝といふこと
をせさせ給ひ
て、空を仰ぎて、夢さめたらむ心地してゐさせ給へり。よろづよりも女御の御心
地、あさましう恥づかしう、かの弘
徽殿の細殿の事など思し出でられ、今は内裏渡りといふこと思しかくべくもあら
ず。
⽜
(
8)⽝枕草子⽞
⽛頭中将のすずろなるそら言を聞きて⽜
(
9)⽝枕草子⽞
⽛故殿の御ために、月ごとの十日⽜に彼の清少納言に対する発語として⽛などか、
まろを、まことにちか
く語らひ給はぬ。さすがにくしと思ひたるにはあらずと知りたるを、いとあやし
くなむおぼゆる。か
ば
かり年ごろに
なりぬる得意の、うとくてやむはなし。殿上などに、あけくれなきをりもあら
ば、なに事をか思ひ出でにせむ⽜とあ
る。
(
10)⽝権記⽞長保三年八月三日
(
11)
天皇の思いについては⽝権記⽞寛弘八年五月二十七日。譲位を決意した一条天
皇
はまず敦康を気にかけ⽛一親王の
事、如何すべきか⽜と行成に相談した。敦康が後継 して正統であったこ は、
彼が天皇の長男であると共に中宮所
産であり、この二条件を兼ね備えた皇子は平安朝開始以来この時点までにおい
は必ず立太子しているという先例に
依る。倉本一宏⽝一条天皇⽞(
吉川弘文館、二〇〇三年)
。
(
12)
過
差
を
禁
止
す
る
新
制
は
一
条
朝
で
四
度
発
布
さ
れ、直
近
で
は
長
保
三
(一
〇
〇
〇)
年
閏
十
二
月
七
日
の
も
の
が
あ
っ
た。
⽝新
抄
格勅符抄⽞第十。
(
13)⽝権記⽞長保二年五月八日
(
14)⽝小右記⽞長保元年十月二十八日等に記載される和歌Ẓ風、同じく十一月七日に
記載される装束、また⽝栄華物語⽞
巻六の描く彰子後宮の女房要員・しつらい・装束・香など。
(
15)⽛摂関期の奢侈観に関する覚書⽜(
⽝奈良古代史論集⽞二、一九九一年十一月)
(
16)
黒川本では⽛源氏にかかるべき⽜とあり⽛源氏物語 関わりがあるに違いない
⽜または⽛光源氏に関わる
に違いな
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い⽜となる。本稿の論旨には関わらない。
(
17)
天元三年二月二十五日。
(
18)⽝扶桑略記⽞二十七円融天皇
天元天元二年二月二十五日。
⽝歴代編年集成⽞も⽛天皇自授冠⽜とする。
(
19)⽛藤原公任の研究ᴷ公任集作歌年次考ᴷ⽜(
⽝山梨県立女子短期大学紀要⽞
4
一九七〇年三月)
(
20)⽝小右記⽞長保元年十月三十日。さすがに花山天皇の名は⽛不知読人⽜としたも
のの、道長は自分の名は⽛左大臣⽜
とだけ記し、他の詠進者には名を記した。
(
21)⽝公任集全釈⽞(
風間書房、一九八九年)
解説⽛公任の歌風・表現⽜
(
22)
注(
19)と同。
(
23)⽝日本紀略⽞天徳元(
九五七)
年六月六日に薨去の記事があり⽛胞衣の下りざるの故なり⽜とされる。
(
24)⽝大鏡⽞
⽛公季伝⽜
(
25)
ここでは父親など保護者の承認を得ない、当人同士の合意のみに依る交際の意
で言う。
(
26)⽛継
嗣
令⽜第
4項
に⽛凡
そ
王、親
王
を
娶
り、臣、五
世
の
王
を
娶
る
こ
と
を
許
せ⽜と
あ
り、諸
王
は
内
親
王
以
下
と
結
婚
す
ることができるが、臣下は皇族では五世女王以下としか結婚できない。
(
27)⽝大
鏡⽞
⽛公
季
伝⽜
。な
お
東
松
本
裏
書
が⽛天
暦
九
年
七
月
右
大
臣
ニ
配
ス。帝
及
ビ
世
之
ヲ
許
サ
ズ⽜と
記
す。時
に
康
子
内
親
王三十七歳。
(
28)⽝公卿補任⽞
。ただし冷泉の即位日は⽝日本紀略⽞によれ
ば
十月十一日であり、日付は誤記で
あろう。
(
29)
道長は、母が受領階級出身。彰子を生んだ正妻・源倫子が宇多天皇の曾孫であ
るとはいえ、義子の血統に比べれ
ば
劣る。
(
30)⽝日本紀略⽞同日
(
31)⽝日本紀略⽞同日
(
32)
安名尊。
⽛あなたふと
けふのたふとさや⽜云々という歌詞の一節を歌っている。
宴に集う人々
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(
33)⽝小右記⽞逸文同日。
(
34)⽝小右記⽞長徳三年四月二十二日。
(
35)⽝大鏡⽞
⽛道隆伝⽜は、道長が隆家に対して殊更に政変時のことを弁明したとのエピソードや、隆家を土御門殿の遊
宴に誘って気を使ったなどのエピソードを記す。事実か否かは不明だが、道長が
それほど隆家を尊重していたことの
現れとはいえよう。
(72) 171

